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第 2 言語（second language：以下，L2)としての日
本語の聴解力を予測する要因を調べた結果，学習者












































































































日本滞在歴は平均 2 年であった。 
【実験計画】 
2（WM 容量：大，小）×2（メモのタイミング：





ストから選定した説明文であった（長さ 2 分 59 秒）。 
(2)リスニングスパンテスト（listening span test：
以下，LST） 





2009）が用いられた。LST は 2 文条件から 5 文条件




参加者を 2 群（1 回目でメモを取る群，2 回目でメ
モを取る群）に分け小集団形式で行われた。 
































満点は 10 点であった。 
 
３．結果 
 LST の遂行成績により実験参加者を WM 容量大
群と小群に分けた（t(18)＝7.236, p<.001, r＝.86）。
3.0 点以下の学習者を WM 容量小群に，また 3.5 点
以上の学習者を WM 容量大群に，それぞれ配置した。
その結果，WM 容量の大小とメモのタイミングの 1
回目と 2 回目の組み合わせによる 4 群の実験参加者
は，次のようになった。 
 
 ①WM 容量大・1 回目でメモを取る群 5 名 
 ②WM 容量大・2 回目でメモを取る群 5 名 
 ③WM 容量小・1 回目でメモを取る群 5 名 
 ④WM 容量小・2 回目でメモを取る群 5 名 
 
（1）筆記自由再生テストの成績 
 筆記自由再生テストの正再生数について 2 要因分
散分析を行った結果，WM 容量の主効果は有意では
なかった（F(1, 16)＝0.744, p＝.401, η²＝.04）。メ
モのタイミングの主効果は有意ではなかった（F(1, 
16)＝0.285, p＝.601, η²＝.01）。WM 容量とメモの
タイミングの交互作用は有意傾向であったため
（F(1, 16)＝3.728, p＝.071, η²＝.18），試みに単純
主効果を分析してみたところ，1 回目でメモを取る
場合，WM 小群の方が，大群よりも成績が高い傾向
にあった（F(1, 16)＝3.902, p＝.066, η²＝.036）。各
条件の平均得点と標準偏差を図 1 に示す。 
 




 空欄補充テストの正再生数について 2 要因分散分
析を行った結果，WM 容量の主効果は有意ではなか
った（F(1, 16)＝0.047, p＝.832, η²<.001）。メモの
タイミングの主効果は有意ではなかった（F(1, 16)＝
0.047, p＝.832, η²<.001）。WM 容量とメモのタイ
ミングの交互作用は有意ではなかった（F(1, 16)＝
1.163, p＝.297, η²＝.07）。各条件の平均得点と標準


































  筆記自由再生テストの成績では，WM 容量の主効
果とメモのタイミングの主効果は，いずれも有意で




とから，予測 1-4 が支持された。また，WM 容量の































 次に，聴解の 1 回目と 2 回目の結果について述べ
る。本実験では，メモのタイミングの主効果がみら
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